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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第28期
第２四半期
連結累計期間

第29期
第２四半期
連結累計期間

第28期

会計期間

自平成28年
　３月１日
至平成28年
　８月31日

自平成29年
　３月１日
至平成29年
　８月31日

自平成28年
　３月１日
至平成29年
　２月28日

売上高 （千円） 2,325,113 2,443,044 4,585,618

経常利益 （千円） 99,818 145,072 118,820

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 93,664 153,229 318,935

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 108,691 144,682 343,514

純資産額 （千円） 1,540,096 1,872,033 1,752,417

総資産額 （千円） 2,056,516 2,424,833 2,143,483

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 11.22 18.34 38.18

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 74.8 77.2 81.8

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 183,568 △90,896 369,133

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △14,005 25,474 381,127

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △719,040 △25,420 △740,381

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 582,893 1,053,204 1,144,229

 

回次
第28期
第２四半期
連結会計期間

第29期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自平成28年
　６月１日
至平成28年
　８月31日

自平成29年
　６月１日
至平成29年
　８月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 4.97 13.72

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第28期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有し

ている潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、第29期第２四半期連結累計期間及び第28期の潜

在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1)業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境に改善が見られ、緩やかな回復基

調となりましたが、米国の政策運営や近隣国との政治的緊張関係等の影響による世界経済の不確実性の懸念など、

先行きは依然として不透明な状況が続いています。

このような状況のもとで、当社グループは各事業部門とも業績向上に邁進いたしました結果、当第２四半期連結

累計期間の売上高は2,443百万円（前年同期比5.1％増）、営業利益は142百万円（前年同期比39.4％増）、経常利益

は145百万円（前年同期比45.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は投資有価証券売却益29百万円を特別利

益に計上したこともあり153百万円（前年同期比63.6％増）となりました。

 

セグメントの概況は次のとおりであります。

＜キャラクターエンタテインメント事業＞

キャラクターエンタテインメント事業におきましては、「星のカービィ」「ドラえもん」等の定番キャラクター

が引き続き好調に推移したことに加え、伸縮性の高い生地を使用したクッションや柔軟な素材の食品サンプル等、

キャラクター以外の売上も伸長しましたが、前期好調であった主力キャラクターの落ち込みをカバーするまでに至

らず、売上高1,501百万円（前年同期比0.8％減）、営業利益99百万円（前年同期比20.7％減）となりました。

 

＜キャラクター・ファンシー事業＞

キャラクター・ファンシー事業におきましては、一部定番キャラクターの販売は苦戦しましたが、引き続き「ポ

ケットモンスター」「星のカービィ」といったゲーム関連キャラクターの販売が好調であったことやオリジナルの

「もちもちマスコット」シリーズの展開が引き続き好調に推移し、アニメキャラクター専門店等への販売が大幅に

伸長いたしました。また前述の「もちもちマスコット」シリーズの増販のほか当社オリジナルキャラクターの「忠

犬もちしば」の物販展開が本格的に始動したことなどから商品採算性が向上し、売上高941百万円（前年同期比

16.0％増）、営業利益43百万円（前年同期は23百万円の営業損失）と大きく改善いたしました。

 

(2)財政状態

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて281百万円増加し、2,424百万円とな

りました。これは主に、現金及び預金の減少額91百万円、投資有価証券の減少額17百万円により一部相殺されたも

のの、受取手形及び売掛金の増加額364百万円、商品の増加額16百万円によるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べて161百万円増加し、552百万円となりました。これは主に、買掛金の増加額121

百万円、流動負債のその他の増加額42百万円によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べて119百万円増加し、1,872百万円となりました。これは主に、利益剰余金の

増加額128百万円によるものであります。
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(3)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べて91百万円減少し、1,053百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は、90百万円（前年同期は183百万円の獲得）となりました。

これは主に、税金等調整前四半期純利益174百万円、仕入債務の増加額118百万円により一部相殺されたものの、

売上債権の増加額369百万円があったこと等を反映したものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果獲得した資金は、25百万円（前年同期は14百万円の使用）となりました。

これは主に、投資有価証券の売却による収入36百万円があったこと等を反映したものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、25百万円（前年同期は719百万円の使用）となりました。

これは主に、配当金の支払額24百万円があったこと等を反映したものであります。

 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5)研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年10月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,490,103 8,490,103
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

  100株

計 8,490,103 8,490,103 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

           該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年６月１日

～

平成29年８月31日

－ 8,490,103 － 461,997 － 492,935
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（６）【大株主の状況】

  平成29年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

久保 泰子 大阪市中央区 2,030,944 23.92

久保 千晶 大阪市中央区 1,757,518 20.70

鈴木 康友 東京都墨田区 231,800 2.73

八百 博徳 大阪市中央区 145,556 1.71

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区浜松町2-11-3 134,200 1.58

三羽 善次 埼玉県南埼玉郡宮代町 111,700 1.31

指田 仁 東京都板橋区 100,000 1.17

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口１）
東京都中央区晴海1-8-11 94,700 1.11

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町1-2-10 80,400 0.94

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口５）
東京都中央区晴海1-8-11 68,000 0.80

計 － 4,754,818 56.00

（注）１．上記のほか、自己株式が134,638株あります。

２．上記日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）及び日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社

（信託口１）並びに日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口５）の所有株式数は、信託業務に係

る株式数であります。

     ３．平成28年２月８日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、コマンドエヌ株式会社が平成28

年２月５日現在で以下の株式を所有している旨が記載されております。当社としては、第27期会計年度末現在

は信用取引を除く株式について実質所有株式数が概ね確認出来ておりましたが、当第２四半期会計期間末現在

においては実質所有株式数の確認が出来ませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

        なお、その大量保有報告書の内容は次のとおりであります。

大量保有者                          コマンドエヌ株式会社

住所                                大阪市北区大深町３－１グランフロント大阪

                                    ナレッジキャピタルタワーＣ７階

保有株券等の数                      株式 1,268,300株

                                    （うち信用取引としてSBI証券102,000株・松井証券291,000株）

株券等保有割合                      15.17％
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年８月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   134,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,323,300 83,233 －

単元未満株式 普通株式    32,203 － －

発行済株式総数 8,490,103 － －

総株主の議決権 － 83,233 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が900株含まれております。ま

た、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数9個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成29年８月31日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社エスケ

イジャパン

大阪市中央区上町

一丁目４番８号

（注）

134,600 － 134,600 1.59

計 － 134,600 － 134,600 1.59

（注）当社は、平成29年９月27日に大阪市中央区南船場一丁目13番27号に移転しております。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成29年６月１日から平

成29年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年３月１日から平成29年８月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,144,229 1,053,204

受取手形及び売掛金 412,855 777,559

電子記録債権 89,360 94,419

商品 151,822 168,104

その他 71,171 82,453

貸倒引当金 △2,415 △4,117

流動資産合計 1,867,023 2,171,624

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 56,089 56,089

減価償却累計額 △47,350 △48,948

建物及び構築物（純額） 8,738 7,140

車両運搬具 3,450 3,450

減価償却累計額 △2,964 △3,069

車両運搬具（純額） 486 381

その他 149,005 155,261

減価償却累計額 △134,587 △137,790

その他（純額） 14,418 17,470

土地 96,798 96,798

有形固定資産合計 120,441 121,790

無形固定資産 40,999 29,430

投資その他の資産   

投資有価証券 56,879 39,191

退職給付に係る資産 41,178 44,311

その他 34,754 33,705

貸倒引当金 △17,793 △15,219

投資その他の資産合計 115,019 101,988

固定資産合計 276,460 253,209

資産合計 2,143,483 2,424,833

 

EDINET提出書類

株式会社エスケイジャパン(E02897)

四半期報告書

 9/20



 

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年８月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 185,873 307,014

未払法人税等 23,943 26,755

繰延税金負債 126 141

賞与引当金 21,150 20,757

役員賞与引当金 5,000 －

その他 85,638 128,314

流動負債合計 321,732 482,982

固定負債   

繰延税金負債 19,550 18,998

役員退職慰労引当金 45,916 －

その他 3,867 50,818

固定負債合計 69,333 69,817

負債合計 391,066 552,799

純資産の部   

株主資本   

資本金 461,997 461,997

資本剰余金 492,935 492,935

利益剰余金 831,787 959,950

自己株式 △51,405 △51,405

株主資本合計 1,735,314 1,863,477

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 24,630 12,947

繰延ヘッジ損益 △4,545 △1,696

為替換算調整勘定 △2,982 △2,694

その他の包括利益累計額合計 17,102 8,555

純資産合計 1,752,417 1,872,033

負債純資産合計 2,143,483 2,424,833
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年３月１日
　至　平成28年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年３月１日
　至　平成29年８月31日)

売上高 2,325,113 2,443,044

売上原価 1,636,415 1,699,014

売上総利益 688,698 744,029

販売費及び一般管理費   

給料及び手当 184,384 170,744

賞与引当金繰入額 13,800 20,757

退職給付費用 7,629 4,952

役員退職慰労引当金繰入額 3,189 1,517

荷造運搬費 120,464 131,198

貸倒引当金繰入額 △1,380 1,404

その他 258,039 270,485

販売費及び一般管理費合計 586,125 601,060

営業利益 102,572 142,969

営業外収益   

受取利息 28 2

受取配当金 355 435

受取補償金 2,179 －

賃貸収入 324 1,428

その他 973 264

営業外収益合計 3,861 2,129

営業外費用   

支払利息 1,633 －

為替差損 4,969 25

その他 13 1

営業外費用合計 6,615 26

経常利益 99,818 145,072

特別利益   

固定資産売却益 50 －

投資有価証券売却益 － 29,908

新株予約権戻入益 187 －

特別利益合計 238 29,908

特別損失   

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益 100,057 174,980

法人税、住民税及び事業税 7,815 20,793

法人税等調整額 △1,422 957

法人税等合計 6,392 21,751

四半期純利益 93,664 153,229

親会社株主に帰属する四半期純利益 93,664 153,229
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年３月１日
　至　平成28年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年３月１日
　至　平成29年８月31日)

四半期純利益 93,664 153,229

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 4,156 △11,683

繰延ヘッジ損益 9,599 2,848

為替換算調整勘定 1,270 287

その他の包括利益合計 15,026 △8,547

四半期包括利益 108,691 144,682

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 108,691 144,682

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年３月１日
　至　平成28年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年３月１日
　至　平成29年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 100,057 174,980

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,565 △392

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △5,000

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 320 △45,916

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,495 △871

受取利息及び受取配当金 △384 △437

支払利息 1,633 －

固定資産売却損益（△は益） △50 －

投資有価証券売却損益（△は益） － △29,908

固定資産除却損 0 0

売上債権の増減額（△は増加） △47,128 △369,900

たな卸資産の増減額（△は増加） 62,770 △16,282

仕入債務の増減額（△は減少） 28,999 118,536

その他 40,430 102,417

小計 183,586 △72,775

利息及び配当金の受取額 464 437

利息の支払額 △1,446 －

法人税等の支払額 △1,076 △18,558

法人税等の還付額 2,040 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 183,568 △90,896

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の売却による収入 51 －

有形固定資産の取得による支出 △10,005 △6,408

無形固定資産の取得による支出 △3,075 －

投資有価証券の売却による収入 － 36,233

差入保証金の差入による支出 － △2,521

その他 △975 △1,829

投資活動によるキャッシュ・フロー △14,005 25,474

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △700,000 －

自己株式の取得による支出 △53 －

株式の発行による収入 2,294 －

配当金の支払額 △20,798 △24,937

その他 △483 △483

財務活動によるキャッシュ・フロー △719,040 △25,420

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,959 △183

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △552,437 △91,025

現金及び現金同等物の期首残高 1,135,330 1,144,229

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 582,893 ※ 1,053,204
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第

１四半期連結会計期間から適用しております。

 

（役員退職慰労金制度の廃止）

 当社は、平成29年５月25日開催の第28期の定時株主総会において、役員退職慰労金制度の廃止に伴う退職慰

労金の打切り支給を決議いたしました。

 これに伴い、「役員退職慰労引当金」を全額取崩し、打切り支給額の未払分47,434千円を「長期未払金」と

して固定負債の「その他」に含めて表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

   当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行６行と当座貸越契約を締結しております。こ

れら契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成29年２月28日）
当第２四半期連結会計期間
（平成29年８月31日）

当座貸越極度額 2,150,000千円 2,150,000千円

借入実行残高 － －

差引額 2,150,000 2,150,000

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年３月１日
至 平成28年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年３月１日
至 平成29年８月31日）

現金及び預金勘定 582,893千円 1,053,204千円

現金及び現金同等物 582,893 1,053,204

 

EDINET提出書類

株式会社エスケイジャパン(E02897)

四半期報告書

14/20



（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成28年３月１日　至　平成28年８月31日）

（１）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月27日

定時株主総会
普通株式 20,872 2.5 平成28年２月29日平成28年５月30日 利益剰余金

 

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年10月14日

取締役会
普通株式 20,888 2.5 平成28年８月31日平成28年11月11日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成29年３月１日　至　平成29年８月31日）

（１）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月25日

定時株主総会
普通株式 25,066 3 平成29年２月28日平成29年５月26日 利益剰余金

 

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年10月13日

取締役会
普通株式 25,066 3 平成29年８月31日平成29年11月10日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成28年３月１日　　至　平成28年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
キャラクター
エンタテイン
メント事業

キャラクター・
ファンシー
事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 1,513,310 811,803 2,325,113 － 2,325,113

セグメント間の

内部売上高又は振替高
6,695 7,987 14,683 (14,683) －

計 1,520,005 819,791 2,339,796 (14,683) 2,325,113

セグメント利益又はセグメント

損失(△)
125,322 △23,190 102,131 441 102,572

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額441千円は、セグメント間取引消去等であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成29年３月１日　　至　平成29年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）

 
キャラクター
エンタテイン
メント事業

キャラクター・
ファンシー
事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 1,501,533 941,510 2,443,044 － 2,443,044

セグメント間の

内部売上高又は振替高
767 1,662 2,429 (2,429) －

計 1,502,300 943,173 2,445,474 (2,429) 2,443,044

セグメント利益 99,339 43,629 142,969 － 142,969

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（金融商品関係）

前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はありません。

 

（有価証券関係）

前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はありません。

 

（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年３月１日
至　平成28年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年３月１日
至　平成29年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額 11円22銭 18円34銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
93,664 153,229

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
93,664 153,229

普通株式の期中平均株式数（株） 8,350,559 8,355,465

（注）前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している

潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

（重要な資産の譲渡）

当社は、平成29年３月24日開催の取締役会において固定資産を譲渡することについて決議し、平成29年９月

27日に実行いたしました。

 

(1)譲渡の理由

資産の有効活用を目的として保有する固定資産の見直しを実施した結果、固定資産を譲渡することといた

しました。

 

(2)譲渡先の名称

譲渡先は、当社商品の仕入先である国内の一般事業法人ですが、先方の意向により公表を差し控えさせて

いただきます。なお、当社グループと譲渡先との間には、資本関係、人的関係、関連当事者としての特記す

べき事項はありません。

 

(3)譲渡資産の内容

資産の名称 ：大阪本社

資産の内容 ：土地228.51㎡

             建物965.10㎡

所 在 地 ：大阪市中央区上町一丁目４番８号

譲渡前の使途：自社使用

 

(4)損益に及ぼす影響額

当該固定資産の譲渡に伴い、平成30年２月期第３四半期連結会計期間において、固定資産売却益129百万円

を特別利益として計上する予定であります。

 

２【その他】

平成29年10月13日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・25,066千円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・３円

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・平成29年11月10日

（注）平成29年８月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年10月13日

株式会社エスケイジャパン

取締役会 御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 木 村 幸 彦   印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 南 方 得 男   印

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エスケ

イジャパンの平成29年３月１日から平成30年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成29年６月１日

から平成29年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年３月１日から平成29年８月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エスケイジャパン及び連結子会社の平成29年８月31日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

──────────────────────────────────────────────────────

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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